むかし、 近 江 〔# ルビの 「おうみ」 は 底本で は 「おおみ 匕 

の 国、 琵琶湖の 西の ほとりの 堅 田に、 ものもちの 家が 

ありまして、 そこに、 ふたりの 兄弟が いました。 兄 は 

たいへん 顔が 長いので、 堅 田の 顔 長の 長彦 といわれて 

かお まる 

いました し、 弟 はたい へん 顔が 丸い ので、 堅 田の 顔 丸 

まるひ こ 

の丸彦 といわれて いました。 

顔 長の 長彦 は、 体が やせて 細く、 少しも 力が ありま 

せんで したが、 たいそう 知恵が ありました。 そして、 

京の 都から やって来て、 そこに 隠れ 住んで いる、 年と つ 



それで、 すぐに 話 はき まり ましたが、 ただ 〔# 「まし 

たが、 ただ」 は 底本で は 「ましたが。 ただ 匕 一 つ、 困った 

ことがあ りました。 

うめ 

その 屋敷の 庭の かたすみに、 大きな 梅の 木が 一 本 あ 

りました。 その 梅の 木に ついて、 ふたりのお 母さんが、 

まくら 

亡くなる 時、 ふた リを枕 もとに 呼んで、 くれぐれもい 

い 残した ことがありました。 

「あの 梅の 木 は、 とてもた いせつな 木です。 それです 

から、 もしもよ そへ ひき 移る ような ことがありました 

ら、 あの 木 だけ はかならず、 ほかの 人に たのまず、 あ 

なた たち ふたりで、 よく 掘りお こして、 枯れない よう 



大きな 箱の 中には、 金銀 や 宝 ものが いっぱい つまつ 

ていたの です。 

- つめ 

梅の 木の わけが、 ようやく ふたりに も わかりました。 

両親 は 家の ため を 思って、 万一 の 時の 用意に、 そこに 

たくさんの 財産 を 埋めて おいて くれたの です。 

やしき 

それで、 ふたり は 助かりました。 屋敷 も 売らないで 

すみました。 借りた お金 も はらう ことができました。 

兄弟の せわになった 人た ち も、 みな 助かりました。 米 

や 芋が たくさん とどいて いますし、 それ を、 貧しい 人 

たち は、 ただで わけても らうよう になり ました。 そし 

て、 ひでりの あとの 翌年まで、 皆 は 食物に 不自由な く 



いで ありました。 その へんに 見なれ ない 大きな 馬で、 

栗色の 毛な みは つやつや として、 額の まん 中に 白い 

ところが あり、 四つ足と も、 ひずめの 上の 方 だけが 白 

毛で、 じつに 珍ら しい りっぱな 馬です。 

顔 丸の 丸彦 は、 その 男の そばに 立ち どまって、 じつ 

と 男 を 見つめました。 もしゃ この 男が、 へんな うわさ 

をい いふら して あるく 悪者で はない かと、 そんな 気が 

してな りませんでした。 

男 はじろ りと 丸 彦を見 あげ ましたが、 だまって 酒 を 

のみました。 

丸彦は そこに かがんで、 だまった まま 〔# 「だまった 



丸彦 はた だ、 馬の ことが うれしくて たまりませんで 

かんのんさま 

した。 そして、 観音様のお 堂の そばに、 りっぱな 馬 ご 

や をつ くりました。 

五 

あ, P 

それから、 しばらく たちます と、 なんとなく、 怪し 

いこと が 目に つくよう になり ました。 

まい 

観音様に ぉ詣リ にくる 人た ちの 中に まじって、 目つ 

きの 鋭い、 へんな 男が、 こっそり ようす をう かがって 

るよう でも ありました。 夜な かに、 観音様のお 堂の あ 



手 を ひろげて つ つ 立ちました。 

二人 は、 やっと 組みつ いて、 互いに あいて をね じ 伏 

せようと しました。 

丸彦 はお どろき ました。 夜叉 王の 強い ことと いった 

ら、 まるで 地面から はえぬ いた 岩の ようで、 押しても 

引いても 手 ごた えがありません。 うん うんもみ あって 

いるう ちに、 丸彦は 下にお さえつ けられました。 

ところが、 夜叉 王 は それから 丸彦 のの ど を 〔# 「丸彦 

のの ど を」 は 底本で は 「丸彦 のど を 匕 しめつけ ようとし 

ましたので、 丸彦は そのす きを ねらって、 はねかえし 

夜叉 王の 足 をす くって、 うまく 夜叉 王 をお さえつけ ま 



のこと をよ く 知っている 坂の 上の 朝臣が、 堅 田に やつ 

て 来られる そうでした。 坂の 上の 朝臣 は、 もうす ぐ 来 

られる はずで したから、 どう あっても、 その 夜のう ち 

に、 馬 を 取り返し、 おさい せん も 盗んで しまう つもり 

で、 だいたん にも 手下と ふたりき りで、 忍び こんで 来 

たのです。 

「ひどい やつ だ。 うち 殺して しまいましょう」 と 顔 丸 

の丸彦 はいいました。 

「いや、 まちなさい 私に 〔# 「まちなさい 私に」 は マ 

マ〕 考えが あるから .：：• 」 と 顔 長の 長彦 はいいました。 

くらま 

そして、 鞍馬の 夜叉 王と その 手下 は、 堅 田の 兄弟の 



まち 

の 神 さま も ある こと だし、 あの 観音様に 琵琶湖の 護り 

主と なって いただこう、 というの です。 

さて、 その 日になります と、 ありがたい 観音様が、 

琵琶湖の 護り 主と なって、 水に はいられる というので、 

おおぜいの 人た ちが 湖水の ふちに 集まりました。 そこ 

の 岸に は、 紫色の はっぴ をき た 水夫た ちが、 洗いき よ 

めた 船 を 用意して いました。 その 船の 方へ 観音様 は 進 

んで いかれました。 

まつ 先に、 三 ^ 井寺から 迎えられた お坊さんが 行き、 

くらま やしゃおう 

次に、 観音様 をせ おってい る 鞍馬の 夜叉 王が つづき、 

堅 田の 顔 丸の 丸彦 がう しろから 見 はり をし、 その あと 
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